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付言　当初のプログラムの題目から多少タイトルを変更した。
＊討論要旨
　海野圭介氏は、不安定という概念について、テキストの内容が流動的だったということなのか、テキ
ストの信頼性が乏しいものであったということなのか、何が不安定であったのか、と質問した。発表者
は、不安定性については色々な要素が重なっており、和歌の有無の違いや『万葉集』についての情報が
流動的であるために分かっていないことも多かったことを意味しているとし、但しその知識が流動的で
あったからこそ自説が正しいとも言えた、と回答した。海野氏は上記の質問をした理由として、大きく
分けて見ると、『古今集』や勅撰集の注釈と比べ、『万葉集』に対してはどう成立したのか、本当に勅撰
なのかという論点が主でテキストクリティックが進まなかった一方、『古今集』は証本が残っているこ
とからテキストクリティックが進み、あるいは貫之自筆がどういうものなのかが追究されるなど、書誌
学的な方向へ進んでいくと述べた。つまり、何を突き詰めていくのかという論点に違いがあり、それが
中世前期における『万葉集』の享受の一つの在り方だったのではないかと考えていると述べた。
